
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8707520075KK/20090708

( 科目コード：8707520075KK)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】物質工学演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

大和田 恭子
太田 道也
田部井 康一
出口 米和

【授業目標・教育方針】
４年次までに学習した専門分野の知識を定着させ、応用問題を解く力をつける。

【授業概要】
無機化学、有機化学、物理化学、生物化学分野について、それぞれ、問題の演習と解説を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：無機化学（上・下）第３版：シュライバー：東京化学同人：4-8079-0534-1
参考書：マクマリー有機化学（上・中・下）：マクマリー：東京化学同人：4-8079-0611-9
参考書：ヴォート生化学（上・下）第３版：ヴォート：東京化学同人：4-8079-0607-0
プリント

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
演習および解説

【成績評価方法】
［前期］授業への取り組み度 40％、演習問題への取り組み 60％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：物質工学演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 概要説明 授業の進め方、予習、復習について
第 2 回～第 4 回 有機化学 アルカン、アルキン、芳香族炭化水素、各種官能基を

持つ有機化合物の反応に関する演習
演習を適宜行う。

第 5 回～第 7 回 無機化学 酸・塩基、酸化・還元、原子の構造、化学結合、結
晶、各属元素の性質などについての演習

演習を適宜行う。

第 8 回～第 10 回 物理化学 気体分子運動論、反応速度論、化学熱力学、および化
学平衡などに関する演習

演習を適宜行う。

第 11 回～第 14 回 生物化学 タンパク質、核酸、ホルモン、免疫などに関する演
習。関連する英語の科学論文の演習

演習を適宜行う。

第 15 回 まとめ 有機化学、無機化学、物理化学、生化学の各分野の総
まとめ
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